
月
　
別

半 句 別
最高気温(篭) 最低気温任 ) 平壕 温任 ) 日照時数(hrj 降 水 量 (洞
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0 . 9

11.2

14.1

13.1

1■7

15.3

10。2

20。9

句

句

句

上

中

下

1 7 . 3

15.4

1 3 . 5

6 . 8

3 . 3

3 . 9

6 . 2

4 . 4

2 , 7

11.9
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17.5

1■5

15.8

15.6
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4 . 1

1 . 6

42.9

45_3
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4 1 . 3

35.0
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70.3

72.1

16.1

28,7

32.1

24.9

月平均信十) 8.3 1.5 -0,9 3,7 114.0 10■8 158.5 85.6

1 1  直 ま き 夏 秋 キ ュ ウ リの晩 播 限 界

1 背 景と特徴

本県の夏秋 キュウリの主な作型は 4月 下句 ～5月 上旬は種の育首による前進裁培と5月 下旬

～ 6月 上句は種の直なき栽培がある。 しか し昭和 51年 のような異常気象にともな分晩霜など

の気象災害が発生 した場合、 まさ直 しなどが余儀な くされる。そのため晩播限界の資料を得る

ため昭和 52年 に 5月 1日 ～8月 1日 までのは種期と収量の結果が得助 たので参考に供したい。

2 技 術の内容                     .

(1)経 済的な晩播のは種限界は 6月 15日 ごろである。

(郷 適 応地域 ・……内陸平坦地

3 普 及上の留意点

裁植距離及び整校法は従来 の方法でよい。
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4 試 験成績の概要                     ,       t    !

(1)試 験課題名  野 菜のは種期 と収量

物)試 験年次及び場所  昭 和 52年  岩 手県園芸試験場本場

得)試 験方法

｀
 1)供 試条件

は種期  5月 1日 (育首 )( 6月 1日、 6月 15日、|″ 月 1白、 7月 15日 、

8月 1日           ‐
‐

2)供 試品種. と きわ北星

3)面 積及び区制  1区 8.4材 (10株 )1区 制

4)施 肥 量 (10a当 たり均 )

7ビ J巴……・町封巴-4,000、 N-15、  P20S~27、 K20~15

( C D U 廃 加安 - 1 0 0 、 B M よ うりん - 6 0 )

追  出巴・…… N-28.3、  P20S~■ 2、 K20~28.3

“)試 験結果

収量 のは種期別推移は遅 まきほ ど明 らかに低下するが、特 に 7月 1日 以降のは種で著 しく

低収 となった。

6)主 要成果 の具体的 データ

第 1表  収 室及び収量比

※ 10a当 たり収量は 1本 100″として換算 した。
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第 2表 時 期別収量 (10株 当たり本数 )
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第 3表 時 期別累計収量比 (")(10株 当たり本数 )
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100
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0.5

気 象 表 (昭和 52年 )

月 半 句
最 高 に ) 最 低 に ) 平 均 (°C) 降 水 量 伽 日 照 ( h )

平 年 本 年 平 年 本 年 平 年 本 年 平 年 本 年 平 年 本 年

1

2

3

4

5

6

22,6

23,7

23.5

23.5

240

24.6

23.7

28.2

22.6

18_4

19.8

25.5

12.1

12.5

14.1

150

14.9

1 5 . 3

14.5

16.3

13.5

1 1 . 3

1 3 , 6

1■0

1 7 t 4

18.0

18,7

19.3

19.5

20.3

19,1

22.3

18。1

14.9

1 6 , 7

2 1 . 3

23,2

26.0

2 1 . 4

22.8

21.7

20.9

49:0

' : : 0

2 1 . 5

5 . 0

9 , 0

3 . 0

2 1 . 8

24.0

19.3

21,4

19.2

19.7

32.8

88.1

45.0

21.4

24.6

3■8

平均合言十 23.7 23.0 14.0 14.4 18.9 18.7 186.0 8■5 125.4 199,7

7

1

2

3

4

5

6

25.3

25,5

25,4

28.1

27.4

3 1 . 1

26.7

23.5

26.0

27.1

30.6

32.3

1 5 . 8

1 7 . 5

1 7 . 4

18.3

1 9 . 1

2 1 . 0

18.9

16.7

1 9 . 3

1 7 . 8

18.7

20,9

20.5

21.5

21.4

23.2

数 , 3

26.1

22.8

20.2

22.6

22,5

24,7

26.6

16.0

3 1 , 4

28.6

22.8

1 1 . 2

35.9

22.5

13.7

40.0

11.5

0

0

23.3

1■5

16.4

26.5

26.4

30.8

25.3

23.5

28.4

33,6

52.2

60.0

平均合計 27.5 2■7 18.2 18.7 22.3 23.2 145.9 8■7 140.9 223.0

8

l

2

3

4

5

6

30.0

28。9

29.4

28.6

2 8 . 6

2 7 . 5

31.9

26.5

23.7

25:4

23.9

25.5

21.2

19.3

1 9 , 7

1 9 . 6

1 9 . 4

1■8

22.2

18.9

16.3

20.1

15.0

1 9 . 3

2 5 . 6

2 4 . 1
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24.1
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22.7

2■ 1

22.7

2o.o

22.8

19.5

22.5

48,4
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14.2

20.4

1 7 . 2

26.6

5

81,0

4 . 5

53.0

0

53.5

22,4

2■9

21.8

189

24.4

23.9

33.3

40.5

1■8

12.7

38.7

20。7

平均合計 28.8 26.2 19.6 18.6 24.2 22.4 146.0 19■ 0 139.3 163.7

l

2

3

4

5

6

27.0

25.0

24.2

23.7

22.8

21.6

26.6

26.2

24.2

23.9

23.3

22.4

1 7 . 8

1 6 . 3

14.8

13.9

12.0

1 1 . 1

18.2

19.0

15.9

11.9

8 . 6

1 0 。1

22.5

20,7

19.2

18.8

1 ■4

16.2

22.4

22.6

20.1

18.7

16.0

16.3

16.1

358

23.8

25。1

16.2

19.4

2,5

59.5

1 1 . 0

24.0

1 , 0

2 . 0

20.1

16.5

19.1

12.2

1■1

18.6

34.4

19,3

19.9

31.2

50.4

34.4

平均合計 2 4 . 1 24、4 14.3 14.0 19.4 13614 100.0 103.6 195.6
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6 残 された問題点

1)秋 季温暖な沿岸地域での検討が必要

2)栽 植距離及び整枝法 とは種期の検討

6 参 考資料  岩 手県園芸試験揚  昭 52果 菜試験成績書             :

1 2  リ ン ドウ の 夜 問 保 温 に よ る開 花 促 進

1 背 景と特徴

本県での リンドウ裁者は現在、 8～ 9月 出荷の露地裁培が大部分であるが今後安定 した産地

として伸びてい くためには、 より長期間安定 して供給できる技術が必要である。

近年は本県でも早出しリンドウの高値市況、労働配分等からハウスを使 っての早出し裁培が

試み られつつあるが、 この場合の温度管理方法等については、まだ全 く試験成績がないため【

様 々の方法で対応 している現況である。                i

そのため、 リ ンドウの生育段階毎に夜の保温管理を組合せ、生育開花に及にす影響を検討 じ

た。その結果かなりの開花促進効果が認め られたので参考に供 したい。

2 技 術の内容

【1)開 花期の調節

夜間の保温方法によって無加温ハウスで 5月 下句から自然開花の前 (6月 下旬～7月中旬 )

まで長期間開花させることができる3

例

④ 早 期開花 (5月 下旬ヽ6月 上旬咲 )目標

生育初期か ら、側芽発生後まで夜間 ピニール トンネル等で内部保温する。

O 自 然開花前(6月 下句～7月中旬 )目標

1月上旬以降の無保温 (外 ピニールのみ ,裁培でよい。

修)保 温期間

側芽発生後は最低気温が 6～ ?托保てれば無保温でも開花は遅れない。

(保温期間が短縮され省力化できる。 ) |

僧)切 花品質                                           |

今回の供試系では変果が大きく、明らかな差松認められないが、いずれも販売可能な程度

の品質は得 られる。

惚}適 応地域

全県に適応できるが特に雪積の少ない温暖な地荷での効果が大きい。
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